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令和 7(2025)年度 

九州大学大学院芸術工学府修士課程 

学生募集要項 

 

自己推薦入試（2025年 10月入学） 
 

 

出願期間 

・出願資格の事前審査が不要な場合 2025年 5月 19日(月)～5月 22日(木) 

・出願資格の事前審査が必要な場合 2025 年 4月 21日(月)～4月 24日(木) 

・受験上必要な配慮の申し出 2025年 4月 24日(木)まで 

試験期日（第二次選抜）2025 年 7月 5日(土) 

 

 

※自己推薦入試（2025年 10月入学）と自己推薦入試（2026年 4月入学）を併願することはできません。 

 

 

 

募集要項に記載している時刻は全て日本標準時です。 
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募集人員 

専攻名 コース名 募集人員 

芸術工学専攻 

ストラテジックデザインコース 

若干名 

環境設計コース 

人間生活デザインコース 

未来共生デザインコース 

メディアデザインコース 

音響設計コース 

 

※芸術工学府芸術工学専攻の概要・各コースの紹介，主な授業科目・教員一覧については

https://www.design.kyushu-u.ac.jp/を参照してください。 

   

https://www.design.kyushu-u.ac.jp/
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Ⅰ 専攻・コースのアドミッションポリシー 

 

 芸術工学専攻修士課程では，九州大学が求める学生像を踏まえ，本学府の理念である「技術の人間化」

に基づき，技術を人間生活に適切に利用するための道筋を設計でき，指導的立場を果たし得る「高次の

デザイナー」の養成を目的としており，本専攻での就学を目指す学生には次のことを求めます。 

• 芸術工学に関連する高度な専門知識を修得し，社会の課題を発見・提起でき，かつ解決・実践する力

を修得するために，人文，社会，自然にまたがる知識，論理的な思考能力，芸術的感性を有する。 

• 広い視野に立って異なる専門領域や価値観・文化が異なる者と協力・連携しながら課題解決へ向か

う力を修得するために必要な，国際性，多様性に対する好奇心・配慮，豊かな寛容性と柔軟性を有す

る。 

• 自らの強み，経験，専門的知識を有効的に活用し，新しいデザイン領域を開拓・先導するために必要

な自己・社会分析力，柔軟な思考力・対応力，創造的意欲，行動力を有する。 

• これらに加えて，各コースにおいて次のような学生を求めます。 

 

■ストラテジックデザインコース 

• 社会・文化の長期的なビジョンへの関心を有する。 

• 人間理解・環境理解にもとづく創造的思考力を有する。 

• 多様な他者へ共感し，価値共創を推進する志向を有する。 

• 価値提案を社会実装可能な人材と協働することに関心を有する。 

• グローバルに活躍できるコミュニケーション能力を有する。 

 

■環境設計コース 

• 多様化する環境に関する諸問題に対して，空間の広がりや，歴史性をふまえて，問題を解決するた

めにどのような提案をすべきか，自ら判断する強い意欲を有する。 

• 建築，都市，地域，ランドスケープ等に関する高度な専門知識を修得するために必要な基礎的な専

門知識と学力を有する。 

• 環境を読み解く力，社会調査スキル，科学的思考力，表現能力，分析する力を修得するために必要な

環境や事物を専門的に観察する能力，創造的な感性を有する。 

 

■人間生活デザインコース 

• 生活者としての人間に興味を持ち，その特性を生理的，形態的，行動的，心理的に明らかにするため

の基盤を有する。 

• 人間の感性や創造性に興味を持ち，そのプロセスの可視化やデザイン応用に興味を有する。 

• 人間の生活を安全安心で魅力的なものにするための理工学的な知識を有する。 

• 生活者としての人間の特性と最新の科学技術を基に，様々な社会問題の解決や価値創造に意欲を有

する。 

 

■未来共生デザインコース 

• 他者，動植物，過去や未来の世代など，これまで視野に入りにくかった存在と共に豊かに生きてい

くことを志向する学生を求めている。 
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• そのための装置や作品，制度，技術，考え方をつくりあげていくために，学部課程でそれぞれ培った

基礎的な能力に立脚しながら，自らの追求を他者に分かりやすく説明し，他分野の知見や技能と効

果的にコミュニケーションを取ることを通じて，新たなデザインの可能性を切り開いていく意欲を

持つ学生を求めている。 

• そのために必要とされる芸術，人文，社会，科学の基礎的知識を備え，調査や思考，創造や表現の基

本的能力を備える学生を求めている。 

 

■メディアデザインコース 

• メディアデザインコースの教育を受けるために十分な基礎学力を持っていること。 

• メディアデザインコースを目指す明確な意思を持っていること。 

• 主体的で勉学意欲が旺盛であり，各種課題に対して真摯に取り組めること。 

• メディアデザインを基礎とした高度職業人・研究者・教育者を目指し，人類の幸福に資する探求と

実践を行う意欲があること。 

 

■音響設計コース 

• 音響学の基礎的な現象および理論の理解に基づき，音響に関する現象や表現を自然科学や人文科学

の観点から説明する能力を有する。 

• 音響設計の専門家として必要な音に対する感性と，音文化学，音響環境工学，音響情報科学といっ

た音響に関わる代表的な分野についての専門的知識を有する。 

• 音響設計に関わる諸課題を解決するため，それらを統合して応用する能力を有する。 

• 音に関する文化，環境，情報の視点からデザイン対象に多面的にアプローチし，音に関わる新しい

芸術，科学，工学の分野を切り開く力を有する。 
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Ⅱ 出願資格 

 

(1) 学校教育法第 83 条に定める大学を卒業した者及び 2025年 9月末日までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104 条第 7 項の規定により学士の学位を授与された者及び 2025 年 9 月末日までに学

士の学位を授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者及び 2025年 9月末日までに修了見込み

の者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における 16年の課程を修了した者及び 2025年 9月末日までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修

了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者及び 2025 年 9 月末日

までに修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又

は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣

が別に指定するものに限る。）において，修業年限が 3年以上である課程を修了すること（当該外国

の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了す

ること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受け

たものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者

及び 2025年 9月末日までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が 4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及

び 2025年 9月末日までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5号参照） 

(9) 学校教育法第 102 条第 2項の規定により大学院に入学した者であって，本学府において，本学府に

おける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(10)本学府において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，2025 年 10 月 1日現在で 22歳以上のもの 

(11)次のいずれかに該当するものであって，本学府の定める単位を優秀な成績で修得したと認めるもの 

a. 2025年 9月末日で学校教育法第 83条に定める大学に 3年以上在学した者 

b. 外国において学校教育における 15年の課程を修了した者 

c. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 15年の課程を修了した者 

d. 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 15 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 
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Ⅲ 自己推薦入試（2025 年 10 月入学） 

 

1 自己推薦入試の趣旨 

 芸術工学専攻では将来のデザイン分野を先導できる基本的資質を備えた個性豊かな人を求めます。自

己推薦入試では，学士課程を含む入学前までの経歴において有意義な学習・研究・創作活動等に取り組

み成果を上げてきた人による出願を想定し，書類選考と面接等によって入学者の選抜を行います。 

 

2 入学時期 

 2025年 10月 1日（秋入学） 

 

3 募集人員 

専攻名 コース名 募集人員 

芸術工学専攻 

ストラテジックデザインコース 

若干名 

環境設計コース 

人間生活デザインコース 

未来共生デザインコース 

メディアデザインコース 

音響設計コース 

 

4 出願要件 

 次の(1)～(3)の項目のすべてに該当する者 

(1) 「Ⅱ 出願資格 」（5ページ）を満たす者 

(2) 以下に示す自己推薦入試にて求める人材の条件を一つ以上満たす者 

a. 学士課程での学業成績（GPA）および希望する分野の成績が極めて優秀である。 

b. 希望する分野で，学会研究会などでの発表歴を有するなど，活発に研究活動を行っている。 

c. 希望する分野で，展覧会への出品，公募展やコンペなどでの受賞歴を有するなど，活発に作品

制作活動を行っている。 

d. 関連する分野で，社会において優れた業績をあげている（社会人に限らない）。 

e. 希望する分野の修学・研究を遂行し，本学の国際化に貢献しうる優れた経験，成績または業績

を収めている。 

(3) 合格した場合には原則入学することを確約できる者 

 

※志願者は，願書受付開始前までに希望指導教員と連絡をとり，学修計画や研究の内容などについて，

十分相談しておくこと。 

 

5 出願手続き 

(1) 出願期間：2025 年 5月 19日(月)〜5月 22日(木)（9時から 16時まで） 
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直接提出する場合の受付可能時間は 9時から 16時までです。郵送の場合は，5月 22日(木)16時ま

でに必着とします。国内からの出願は，封筒表面に「芸術工学府修士課程入学願書」と朱書きの上，

書留郵便にて郵送してください。国外から出願する場合は，EMS 等の追跡可能な手段で郵送し，送付

記録のコピーもしくは追跡番号をメールで連絡してください（メールアドレスは下記の(2)提出先に

記載）。郵送に時間を要する場合があるため，十分に時間に余裕をもって送付してください。また，書

類が届かない事態に備え，各出願書類のコピーを保管するようにしてください。 

  なお，出願資格(9)〜(11)により出願する者は，事前に資格審査を行うので，出願期間は 2025 年 4

月 21 日(月)〜4月 24日(木)16時までとします。郵送の場合は 4月 24日(木)16時までに必着としま

す。資格審査結果については，5月 16日(金)までに申請者あてに通知します。資格審査に合格した者

は，11ページに記載されている入学検定料納付の手続きをとり，入学検定料の支払いを証明する書類

を 5 月 22 日(木)までに提出してください。入学検定料の支払いを証明する書類を受け取った時点で

入学願書等出願書類一式を正式に受理します。 

 

(2) 提出先 

〒815-8540 福岡市南区塩原 4丁目 9番 1号  九州大学芸術工学部学務課 

電話 092-553-4587  メールアドレス gkggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp 
 

6 出願書類等 

出願書類等 注 意 事 項 

入学検定料の支払い

を証明する書類 

支払いを証明する書類を本学府所定の別紙様式 1に貼付のうえ，提出してくだ

さい。詳細は「Ⅳ-1 入学検定料と支払い方法」を参照してください。 

なお，出願資格(9)〜(11)により出願する者は，資格審査に合格した後に入学

検定料を支払い，別途提出してください。 

外部英語試験スコア

証明書 

TOEFL-iBT（会場受験 TOEFL-iBT テスト）のスコア証明書 

スコア証明書の提出方法等の詳細については「Ⅳ-2 外部英語試験について（ス

コア証明書の提出）」を参照してください。  

※英語を教育言語とする大学の学士課程を卒業した者は，大学から発行される

公式の Certificate of English as Medium of Instruction の提出をもってスコ

ア証明書の提出を免除します。 

入学願書 別紙様式 2 

出願後の志望コースの変更は認めません。 

受験票 

照合票 
別紙様式 3 

写真 出願前 3か月以内に，上半身，脱帽（宗教上又は医療上の理由がある場合を除

く），正面向きで撮影したものを照合票および受験票に添付して提出してくだ

さい。サイズは，たて 4 cm×よこ 3 cmとします。 

卒業（見込）証明書 出身大学の学長または学部長が作成したものを提出してください。日本語・英

語以外の言語であれば，英語訳もしくは日本語訳を付してください。 「Ⅱ 出

願資格」の(9)に該当する志願者は学部退学証明書及び大学院在学証明書を提

出してください。なお，「Ⅱ 出願資格」の(10)に該当する志願者は除きます。 
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学士の学位授与証明

書または修了見込証

明書など 

「Ⅱ 出願資格」の(2)に該当する志願者は，大学評価・学位授与機構が発行し

たものを提出してください。ただし，短期大学の専攻科または高等専門学校の

専攻科修了見込みのものは，修了見込証明書および学士の学位授与を申請する

予定の証明書（所属長が発行したもの）を提出してください。 

成績証明書 出身大学の発行する正式な成績証明書（コピーは不可）を提出してください。

日本語・英語以外の言語であれば，英語訳もしくは日本語訳を付してください。  

なお，「自己推薦入試の趣旨」に記載の項目のうち，「a.学士課程での学業成績

（GPA）および希望する分野の成績が極めて優秀である。」にて出願する者は，

その成績証明書に GPAが記載されているか，もしくは，成績証明書とは別に上

位成績であることを証明する書類を提出してください。 

また，編入学者は，編入学前の学校分も提出してください。 

研究計画書 別紙様式 4 

大学院における自己の希望する研究内容を 1,000字程度で記入してください。

1枚（表面）のみ提出を認め,裏面への記載は認めません。 

自己推薦･志望理由書 別紙様式 5 

業績概要書 

 

別紙様式 6 

「自己推薦入試の出願要件(2)」に記載の項目のうち，「a.学士課程での学業成

績（GPA）および希望する分野の成績が極めて優秀である。」の項目だけに当て

はまる場合は，提出する必要はありません。 

なお，業績の証明となるものを必ず添付してください。出願後に新たな資料や

作品等の提出を求める場合があります。 

入学確約書 別紙様式 7 

履歴書 別紙様式 8 

外国人の志願者は提出してください。 

受験票返信用封筒 

 

国内に居住している者は，氏名・あて先および郵便番号を明記し，410 円分の

切手を貼った長型 3号の封筒を提出してください。 

国外に居住している者は提出する必要はありません。 

あて名票 別紙様式 9 

本学府所定の用紙（合格通知用・入学手続書類送付用）に，郵便番号，住所，

および氏名を記入してください。 

在留カード（写） 日本に居住する外国人の志願者は，在留カード（両面）の写しを提出してくだ

さい。 

海外在住者は，パスポートの IDページの写しを提出してください。 

出願資格認定審査書 別紙様式 10 

「Ⅱ 出願資格」の(9)〜(11)により出願する志願者は提出してください。 

なお，論文・作品等については，内容を確認できる資料を添付してください。 

注：日本語・英語以外の言語で作成された書類には，原本又は写しに加え，日本語訳もしくは英語訳

を添付してください。 

なお，各証明書等は原本を提出してください（コピー不可）。成績証明書等に改ざん等が認められ

た場合には，入学後でも合格を取り消します。 
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7 入学者選抜方法等 

入学者の選抜は，第一次選抜及び第二次選抜により行います。 

 

第一次選抜 

提出された書類（外部英語試験スコアを含む）を評価し，選抜します。 

第一次選抜の結果は，2025年 6月中旬～下旬頃に郵便で発送します。 

 

第二次選抜  

面接にて評価し，選抜します。なお，第一次選抜の際に提出された書類は面接における評価の資料とし 

て用います。 

 

a. 第二次選抜の試験期日および試験科目 

期日 試験科目 時間（日本標準時） 

2025年 7月 5日(土) 面  接 

10:00～18:00 

詳細な開始時刻は第一次選

抜合格者に別途お知らせし

ます。 

b.面接について 

• 原則として，面接はインターネットを用いた遠隔（オンライン）方式で実施します。遠隔でプレゼン

テーション，質疑応答，口頭試問などを行っていただき，複数の面接担当者によって評価します。  

• 研究計画書，自己推薦書に記載した内容にもとづき説明をお願いします。  

• 遠隔会議が可能な性能を有するコンピュータとインターネット回線が必要です。各自で用意してく

ださい。 

• プレゼンテーション，質疑応答，口頭試問は日本語または英語で行います。入学願書にて希望する言

語を選択ください。  

※その他，面接に係る詳細については，第一次選抜合格者に対して，入学願書に記載されたメールアド

レスに面接の手引き（受験者用）を送りますのでご確認ください。 

 

8 注意事項 

• 志願者は，願書受付開始前までに希望指導教員と連絡をとり，学修計画や研究の内容などについて，

十分相談しておいてください。その際，希望指導教員の担当するコースを確認してください。 

• 出願手続後の提出書類の内容の変更及び返還並びに検定料の払い戻しの請求は認めません。ただし，

入学検定料納付後，出願しなかった場合及び出願書類を受理できなかった場合は，納付された入学検

定料を払い戻します。また，第一次選抜（書類審査）で不合格となった者に対して、入学検定料のう

ち 23,000円を返還します。 

• 面接時に受験票の提示を求めます。面接前には受験票を手元に準備してください。 

• ｢合格通知用あて名票」及び「入学手続書類等送付用あて名票」については，それぞれの書類の送付

先となるので，正確に記入してください。 

• 出願書類等に不備がある場合は，受理しません。 
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9 合格者発表 

(1) 2025年 7月 24日(木)午前 10時頃に九州大学大橋キャンパスの公示用・一般通報用掲示板（管理棟

横）に掲示します。また，合格者には文書により通知します。 

(2) インターネットによる合格者の受験番号の掲載について 

合格者の受験番号を「九州大学大学院芸術工学府 Web サイト（URL: https://www.design.kyushu-
u.ac.jp）」に掲載します。これは本学府が情報提供の一環として行うものであり，公式の合格者の発

表は，上記(1)に記載しているとおりです。なお，電話等による照会には応じません。 

  

https://www.design.kyushu-u.ac.jp/
https://www.design.kyushu-u.ac.jp/
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Ⅳ その他入試に関わる事項 

 

1 入学検定料と支払い方法 

■入学検定料 

 30,000円 

 

■支払い方法 

下記(A)，(B)，または(C)のいずれかの方法で，願書受付最終日までに入学検定料が入金されるように

手続きしてください。なお，入金の受入れは 2025 年 5 月 1 日(木)より開始するので，その日以降に支

払い手続きを行ってください。 

(A) クレジットカード   

(1) 次のカードのいずれかを使用してください。 Visa, Master Card, JCB, American Express, 

銀聯ネット, Alipay (支付宝) 

(2) 次の Webサイトで手続きしてください。 https://e-shiharai.net/ 
(3) 詳しくは 12ページを参照してください。 

(4) 上記 Web サイトにおいて，まず，九州大学大学院を選択し，次に芸術工学府を選択してくださ

い。 

(B) コンビニエンスストア支払い（日本国内のみ） 

(1) 次のコンビニで支払ってください。 セブン-イレブン，ローソン，ファミリーマート 

(2) 詳しくは 12 ページを参照してください。 

(C) 銀行振込み 

入学検定料は，振込用紙の氏名欄に氏名及びコード：2DSを記入のうえ，「電信扱」で下記の銀行口

座に振り込んでください。 

1. 必ず日本円で送金してください。 

2. 送金時にかかる全ての手数料を負担してください。 

3. 振込先 

名称 九州大学 

所在地 〒819-0395 福岡市西区元岡 744 

4. 振込先口座: 

銀行 三井住友銀行 

支店名 福岡支店 

預金種目 普通 

住所 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1丁目 1－1 

口座番号 7119240 

SWIFTコード SMBCJPJT（海外送金時のみ必要） 

  

  

https://e-shiharai.net/
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2 外部英語試験について  

(1) TOEFL-iBT（会場受験 TOEFL-iBT テスト）を事前に受験してください。TOEFL-iBT（会場受験 TOEFL-

iBT テスト）の受験には本人確認書類として原則パスポートが必要ですが，パスポートがない場合

でも指定された複数の証明書の組み合わせで本人確認書類として有効になります。詳細は各自でご

確認ください。 

 

(2) スコア証明書の提出は下記の通りとします。 

＜TOEFL-iBT（会場受験 TOEFL-iBT テスト）＞ 

 Official Score Report を出願期間までに九州大学芸術工学部学務課にオンラインで届くように米国

ETS への手続きを行ってください。 

その際，次の DI（Institute Code）コードと Department コードを用いてください。 

    DIコード：C984  Departmentコード：15 Fine Arts,Art,Design  

 

(3) 注意事項 

• スコア証明書は入学試験実施日から遡って 2年以内に受験したものに限ります。 

• 対象となるスコアは Test Dateスコアです。MyBestTMスコアは対象になりません。 

• 願書の該当欄にスコア（Test Dateスコア）および受験日を記入してください。 

• 大学が Official Score Reportを受け取るまでに，受験日から起算して概ね 10日程度必要となりま

すので，TOEFL-iBTテストは余裕をもって受験してください。 

• スコア証明書に不正が発見された場合は，入学許可後であっても入学を取り消すことがあります。 
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3 障害等のある入学志願者について（受験上必要な配慮の申し出）               

本学府では，障害（下表）等のある者に対して，受験上及び修学上必要な配慮を行う場合があります

ので，2025年 4月 24日(木) までに芸術工学部学務課に相談してください。 

  

区分 対象となる者 受験上の配慮の一例 

①視覚に関する配慮 ・点字による教育を受けている者 

・両目の矯正視力がおおむね 0.3未満，も

しくは視力以外の視機能障害が高度の

者のうち拡大鏡等の使用によっても通

常の文字，図形等の視覚による認識が不

可能又は著しく困難な程度の者 

・上記以外の視覚障害者 

・点字解答 

・拡大文字問題冊子の配付 

・拡大鏡等の持参使用 

・窓側の明るい座席を指定 

・照明器具の持参使用又は試験

室側での準備 

②聴覚に関する配慮 ・両耳の平均聴力レベルが 60 デシベル以

上の者 

・上記以外の聴覚障害者 

・手話通訳士等の配置 

・注意事項等の文書による伝達 

・座席を前列に指定 

・補聴器又は人工内耳の装用 

③肢体不自由に関す

る配慮 

・体幹の機能障害により座位を保つこと

ができない者又は困難な者 

・両上肢の機能障害が著しい者 

・上記以外の肢体不自由者 

・代筆解答 

・介助者の配置 

・試験室を 1階に設定 

・トイレに近い試験室で受験 

・車椅子，杖の持参使用 

・試験場への乗用車での入構 

④病弱に関する配慮 ・慢性の呼吸器疾患，心臓疾患，腎臓疾患，

消化器疾患等の状態が継続して医療又

は生活規制を必要とする程度の者又は

これに準ずる者 

・試験室を 1階に設定 

・杖の持参使用 

・別室の設定 

⑤発達障害に関する

配慮 

・学習障害，注意欠陥多動性障害，自閉症，

アスペルガー症候群，広汎性発達障害等

のため配慮を要する者 

・試験時間の延長（1.3倍） 

・拡大文字問題冊子の配付 

・注意事項等の文書による伝達 

⑥その他 ・①〜⑤の区分以外の者で配慮を必要と

する者 

・トイレに近い試験室で受験 

・座席を試験室の出入口に近い

ところに指定等 

 

■相談方法 

｢九州大学大学院入試における事前相談申請書」及び「診断書」を九州大学 Webサイト

(https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/admission/entrance/jizensodan)からダウンロードの上，障害者手帳

取得者は，その写しも添えて相談の申請をしてください。診断書（本学所定の様式）には，診断名，

初診日付と最終診察日，具体的な症状とその経過，日常生活上特に修学上の支障の程度，試験の際に

想定される問題と必要と考える支援について記載してください。 

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/admission/entrance/jizensodan
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4 個人情報の利用について 

(1) 出願書類に記載された個人情報は，入学者選抜で利用するほか，住所・氏名を合格者に対する入学

手続の案内業務に利用します。 

(2) 出願書類に記載された個人情報は，入学者選抜後本学への入学を許可された者について，学籍関係

業務等に利用します。 

(3) 入学者選抜試験の成績及びその他の個人情報は，1 年次における奨学生への推薦資料並びに入学料

免除及び授業料免除等の選考資料として利用します。 

(4) 入学者選抜試験で利用した個人情報は，個人が特定できない形で，本学における入学者選抜に関す

る調査・研究資料として利用します。 

(5) 出願書類に記載された個人情報及び入学者選抜試験の結果等の個人情報は，「個人情報の保護に関

する法律」に規定されている場合を除き，上記４項目以外の目的で利用することはありません。ま

た，取得した個人情報を「個人情報の保護に関する法律」その他関連法令により認められる場合を

除き，本人の同意を得ずに第三者に提供することはありません。 

 

※本学のプライバシーポリシーについては以下の URL を参照ください。 

https://www.kyushu-u.ac.jp/en/website/privacypolicy 
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Ⅴ 入学関係 

  

1 入学手続き 

合格者への入学手続関係書類は，2025年 8月下旬に送付する予定です。 

 

2 入学時に必要な経費 

 入学料    282,000 円（予定額） 

 授業料（前期もしくは後期分） 267,900 円（年額 535,800円）（予定額） 

 注：在学中に授業料が改定された場合は，改定時の授業料を適用します。 

 

3 長期履修制度 

芸術工学府では，学生が職業を有する等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，芸術工学府教授会の定め

るところにより，その計画的な履修を認めることができる制度を導入しています。 

この制度により，長期履修を認められた者が修了するまで，1 年間に納める授業料の額は，標準修業

年限（2年）分の授業料を，計画的に履修することを認められた一定の期間の年数（3 年又は 4年）で除

した額となります。 
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問い合わせ先  

 

〒815-8540 福岡市南区塩原 4丁目 9番 1号 

九州大学芸術工学部学務課 

電話 092-553-4587 

メールアドレス gkggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp 
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